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研究成果の概要（和文）：本研究は自分史分析による児童虐待予防について、「改良４Ｔ法」を考案し、地域の
相談機関でも使用できるように改善を図った。児童家庭支援センター（児家セン）２か所と家庭児童相談室（家
児室）２か所で実際に地域の相談員が使用できるかを確認し、一定の良い効果があることも確認できた。
さらに支援者からの調査によれば、このクライエント自身の「自分史」を使った支援（改良４Ｔ法）は、クライ
エントの「合う」「合わない」といった適合性があり、それが適合するかを始める前に見極める必要があること
も分かった。つまり、万能ではないということである。それらの指標をまとめていく必要がある。

研究成果の概要（英文）：In this study, we devised an "improved 4T method" for the prevention of 
child abuse based on self-historical analysis, and improved it so that it can be used at local 
counseling institutions. It was confirmed that local counselors could actually use the service at 
two Child and Family Support Centers (Kie Sen) and two Family Child Counseling Rooms (Kagoshitsu), 
and it was confirmed that there was a certain positive effect. rice field.
Furthermore, according to a survey from supporters, this support using the client's own "history" 
(improved 4T method) has compatibility such as "matching" and "not matching" with the client, and it
 is compatible I also found that I need to assess before I start. In other words, it is not 
omnipotent. It is necessary to collect those indicators.

研究分野：児童・家庭福祉分野

キーワード： 児童虐待　 自分史分析　４テーマ分析法　虐待予防　保護者支援法　改良４Ｔ法　家庭児童相談室　児
童家庭支援センター

  ２版
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研究成果の学術的意義や社会的意義
近年、児童虐待についての研究も進み、それまで児童虐待とみなされないことも、児童には問題となるため、児
童虐待とみなされるものが多くなった。それに対して、育児をする保護者や子供の成長を見守る教師たちに、
「どのようにしてよいかわからない」とか「自信がない」といった言葉が多く聞かれる。「自分史」を振り返る
中で、「自分が嫌だったことはしない」とか「カッとならない」といったことを学ぶ機会になれる。
つまり、セルフヘルプが可能になる。また。具体的な育児の相談などが地域の相談員にできるようになり、自分
なりの育児のやり方を見出していた。自分史を使った支援について、意味は大きいと思われる。

※科研費による研究は、研究者の自覚と責任において実施するものです。そのため、研究の実施や研究成果の公表等に
ついては、国の要請等に基づくものではなく、その研究成果に関する見解や責任は、研究者個人に帰属します。



１．研究開始当初の背景 

(１）自分史分析について  

杉原（2006a、b）は自分史を用いたセルフヘルプ（セルフケア）の一技法として、「自分

史分析」を開発した（自分史分析は杉原の造語）。最近では、援助方法として、自分史（あ

るいは自分史分析）を積極的に取り上げる例が増えてきた（中村 2006 など）。また、自分史

の書き方についての講座が各地で開催され、自分史を書いて自費出版する人も増えている。

自分史に対する関心は年々高まっているといえる(杉原 2016)。 

杉原は当初、自分史分析をセルフスーパービジョンの方法として提案し、その後「ナラテ

ィヴアプローチ」（White，M．& Epston，D．1990、小森・野口・野村 1999 などを参照）の

一技法として位置づけ、現在は２つの自分史分析を実践している。一つは、「自分の人生を

自ら書き出し、自ら分析する(他者と一緒に分析することも可)」方法である。既に「セルフ・

カウンセリング」（渡辺 2003）として一定の方法がある。その後、１つのエピソードを中心

に書く「エピソード分析」と、それよりも大きなテーマを決めて自分史を書く「テーマ分析」

（例『父親との関係』『仕事と自分』）を区別して検討している。もう一つは、「自分の人生

（半生）を他者にインタビューしてもらい、自分と他者の２人（以上）で分析する」方法で

ある。杉原は、これを「生活史分析」として、現在まで 30名以上のインタビューを行って

いる（杉原 2006a、b、杉原 2009a、b）。 

なお、類似の技法として、回想法やライフストーリーワーク（ＬＳＷ）がある。回想法

（Butler，R．N．1963、黒川ほか 1999）は古くからあり、主として高齢者の支援方法として

実践されている。先駆的存在といえるが、自分史分析の方が対象年齢を思春期以降から高齢

者までとして、幅広い対応をしている（技法としてのバリエーションも多い）。ＬＳＷは、

社会的養護の子どもたちの自己肯定感を待つための技法として用いられている(才村 2009)。

ライフヒストリーを書きだして、ライフストーリーを導き出す点など、自分史分析との類似

点も多い。 

杉原は、平成 23 年より日本家族研究・家族療法学会で、４Ｔ法についての研究発表をし

ている。そこで関心を持った複数の研究者により、ナラティヴアプローチの「多声的な支援

法」（松嶋 2013）や、「オープンダイアローグ」（斎藤 2015）との関連性について、2016 年

から検討が行われている。 

 (２）４テーマ分析法（４Ｔ法） 

「自らの人生を他者にインタビューしてもらい、自分と他者の２人（以上）で分析する」

方法といっても、一定の方法が存在するわけではない。杉原も試行錯誤を繰り返している最

中である。特に、自分史分析の中心である「自分史をどのように記述するか」については、

一つの方法が決められない状態である。先行している社会学でも「ライフストーリー・イン

タビュー」として一定の方法論があるわけではない（Emerson，R．，Fretz，R．& Shaw，L．

1995、桜井 2005、徳田 2004）。また、「生活史分析」を実施するために、面接を 20 回近くす

ることが多く、時間がかかることが問題であった。そこで、対象者の年表を作成して、その

中から４つのテーマを選び、それをテーマ分析する「４テーマ分析法」（以下、４Ｔ法）を

考案し、実践している（杉原 2010）。 

 (３）虐待リスクのある保護者への支援方法 

 杉原は、平成 13 年度から 20年度まで保健所で母子保健領域での「子育て相談」を行い、

平成 21 年度から現在までスクールソーシャルワーカーのスーパーバイザーとして、児童虐

待の問題に直接・間接的にかかわってきた。その中で、「虐待リスク」を、保護者の立場か



ら「育てにくさ」、地域の援助者の立場から「気になる子ども」「気になる親」と言い換えて、

親支援を行ってきた。「児童相談所の後方支援化により児相マターでなく、地域で要保護・

要支援の必要な家族が増えているにもかかわらず、その対応は十分とはいえない」(松宮

2011)。そのため、地域の中では有効な支援方法が求められている。 

 杉原は、平成 26年度から３年間、基盤研究（C）「４テーマ分析法を用いた児童虐待防止

への支援－『虐待リスク』を抱える保護者支援法－」として、自分史分析をもちいた保護者

支援法を検討してきた(以下、「前回の研究」とする)。前回の研究の本調査では、精神科診

療所へ通院時か、本人や家族の主訴に対する心理療法（家族療法）をおこなっている時に、

実子に対して「何らかの虐待と思われる行動をおこなっている」という告白があり、その問

題に対する４Ｔ法の実施に協力をしていただける実親を対象とした。 

 本調査では８人（男性１、女性７）に実施し、全員から虐待リスクの低減が語られ、自尊

感情尺度やスケーリングクエスチョンなどでも、良好な結果が得られた。特に、４Ｔ法の開

始から徐々にセルフケアに対する意識や意欲が高まり、杉原が示唆したコーピングだけな

く、マインドフルネスに取り組む人も出てきた。ただ、４Ｔ法の実施に際して、様々な工夫

をする必要があることも分かってきた。 
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２．研究の目的 

本研究の目的は、地域の中に多く存在する児童虐待リスクのある保護者に対して「自分史

分析」の「４テーマ分析法」を用い、それによって対象者自身の「虐待リスク」や支援ニー

ズを認識でできる、有効な援助方法を開発し、検証することである。特に、地域の機関で使

用できるようにマニュアルを作成する。この方法は、加害者となっている保護者に対する支

援方法であり、心理的虐待やネグレクトなどを起こす可能性のある家族に対する、有益な支

援方法となることが期待できる。 
 
３．研究の方法 

虐待リスクのある保護者に、改良された４Ｔ法(改良４Ｔ法)を実施し、自分史を用いた援

助方法がそのような保護者の支援に使用できるかどうかを検討する。また、地域の機関で簡

単に使用できるように、方法を定めたマニュアルを作成する。そのため、平成 29 年度は、

「虐待リスクを抱えている保護者」へ調査を実施する。 

平成 30 年度は、①前年度の調査の追跡調査と、②地域の機関での改良４Ｔ法をもちいた

調査（保護者８名）を実施する。平成 31 年度は前年度の調査の追跡調査を実施して、有効

性の検証を行う。また、研修会を開催して、虐待予防に役立てる。 

平成 31年度は、前年度に調査を実施した対象者（地域で虐待リスクを抱えている保護者）

に対して追跡調査を行う。これは、８人に対して半構造化インタビューを１回行う。また、

これまでの援助の中で浮かび上がった問題点を整理し、援助方法として簡単に実施可能な

ものに近づけ、マニュアル化して、実際の支援に結びつける。 

また、研究結果をもとに、東京、大阪、高知で研修会を開催する。さらに、これまでの内

容をまとめて学会発表を行い、次いで論文にまとめて学会誌へ投稿をする。 

新型コロナの蔓延により、インタビューが中止になるなど悪影響もあった。その分、支援

者の人にどのように行っているかについて確認した。 
 
４．研究成果 

本研究は自分史分析による児童虐待予防について、「改良４Ｔ法」を考案し、地域の相談

機関でも使用できるように改善を図った。児童家庭支援センター（児家セン）２か所と家庭

児童相談室（家児室）２か所で実際に地域の相談員が使用できるかを確認し、一定の良い効



果があることも確認できた。 

さらに支援者からの調査によれば、このクライエント自身の「自分史」を使った支援（改

良４Ｔ法）は、クライエントの「合う」「合わない」といった適合性があり、それが適合す

るかを始める前に見極める必要があることも分かった。つまり、万能ではないということで

ある。それらの指標をまとめていく必要がある。 
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